
 

 

 

              

 

綾瀬市通学路交通安全プログラム 

 

～通学路の安全確保に関する取組の方針～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 28年６月 

綾瀬市・綾瀬市教育委員会 
 

 



1 

 

１ プログラム策定の背景・目的 

  平成２４年４月２３日京都府亀岡市において、軽自動車が集団登校中の児童と

保護者の列に突っ込む痛ましい事故が発生した。その後も千葉県館山市など全国

各地で登下校中の事故が相次いだことから、同年、国、県より市町村に対し、通

学路の安全確保の徹底について通知があった。 

これを受け同年８月に学校、ＰＴＡ、地域自治会、教育委員会、警察署、道路

管理者との各関係機関と緊急合同点検を行い、平成２５年度以降の点検について

は、効率的に実施できるよう、既存の枠組みを活用した各学校の推進体制をもと

に安全対策を講じてきた。 

平成２８年度以降については、従来の点検に加え、さらに関係機関と連携し、

通学路の安全確保に向けた取組を行うため「通学路交通安全プログラム」を策定

する。 

今後は本プログラムを基に通学路の点検を行い、安全確保を図る。 

 

２ 推進体制について 

  推進体制については、以下の庁内関係課と調整会議を開催し、必要に応じて関

係機関等とも連携を図り、通学路の安全確保をより一層深めるため、本プログラ

ムの取組を推進する。 

 

庁内関係課           関係機関        関係団体 

 

・教育委員会            ・学校        ・PTA・自治会 

・市道路管理者           ・県土木事務所等 

 (管理・補修・整備) 

・交通安全対策主管課        ・大和警察署 

・必要に応じた上記以外 

 の課 

 

３ 取組方針 

（１） 基本的な考え方 

通学路の安全を確保するため、合同点検を継続して実施し、対策の改善を図

る。 

この取組をＰＤＣＡサイクルとして繰り返し実施し、通学路の安全性の向上

を図る。 
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【通学路安全確保のためのＰＤＣＡサイクル】 

 

 

（２）合同点検の実施方法・時期（Plan 計画） 

（ア）各小中学校については、年１回通学路の安全点検を行い、その結果、通常

の要望事項と合同点検が必要な箇所に分けて、教育委員会に報告する。 

なお、教育委員会は通学路の点検を円滑に実施できるよう、各学校と連携

を図るため、小中学校校長会、教頭会に事前説明を行うものとする。 

 

○通常の要望事項・・・合同で点検をする必要がない事項 

例）・既存の外側線、カラー舗装、止まれ、停止線及び横断歩道等路面表 

示の塗り直し 

・看板の設置、樹木の伐採等 

 

○合同点検が必要な箇所 

例）・信号、横断歩道、止まれ、停止線、歩道、外側線、カラー舗装等交

通安全施設の新設 

・周辺環境の変化により急に交通量が多くなった箇所等 

・交差点の見通しが悪いため、どのような対策を講じて良いか判断が 

難しい等 

 

ＰＤＣＡ 

サイクル 
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（イ）教育委員会は上記（ア）により報告を受けた場合、速やかに調整会議を開

催し、合同点検が必要な箇所について各関係機関と点検の日程を調整する。 

また、必要に応じて登下校の時間帯による点検を実施する。 

さらに、調整会議において通常の要望箇所を処理担当課ごとに振り分けを

行う中で、交通事故の状況や発生件数が多い箇所付近の通学路について、特

に危険と思われる箇所がある場合には現地を確認し、各学校から報告があっ

た合同点検が必要な箇所と併せ点検を実施する。 

点検を実施する際には追加分として、その旨各学校に連絡をする。 

 

（３）合同点検の出席者（Plan 計画の実施） 

合同点検の出席者については、２の推進体制に掲げた調整会議の各課、関係

機関、関係団体のメンバーで構成する。ただし、関係団体については、各校の

推進体制が異なるため、各校の実情に沿ったメンバーによって合同点検を実施

する。 

なお、点検箇所数や日程調整の結果、点検校を数日に分けて実施する。 

 

（４）対策箇所の検討（Plan 対策箇所の検討） 

合同点検の結果から明らかになった対策箇所について、箇所ごとに歩道の整

備や道路の拡幅などのハード面の対策や通学路の変更など、具体的に分類し改

善を図る。 

（ア）ハード面の対策において、用地買収が必要な対策箇所は、短期間的な対応

が困難なため、中長期的な課題とし継続して検討を行い、その代替措置を講

じ安全確保を推進する。 

（イ）各学校については、児童生徒に対し登下校の注意喚起を行うとともに交通

安全教育などソフト面の対策を積極的に推進する。 

 

（５）対策の実施（Do 実施） 

対策の改善にあたっては、改善が円滑に進むよう、関係機関等で連携を図る。 

 

（６）対策効果の把握（Check 点検・評価） 

合同点検後の対策が計画どおり実施されているか、さらに対策困難箇所につ

いて、何らかの代替措置が講じられているかを検証する。 

また、学校からの情報により、さらに改善が必要かどうか状況を把握する。 

 

（７）対策の改善・充実（Action 計画の改善、実施体制の見直し） 

対策実施後、合同点検の過程や実施方法など体制の見直しをする必要がある
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場合には改善を行い、充実を図る。 

 

４ 対策内容の公表 

合同点検の結果については、学校ごとに対策内容と結果を教育委員会が作成し、

情報を共有認識するため、調整会議の各担当課はそれぞれの関係機関に公表し、

ホームページへの公表は、市道路管理者が行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②安全点検要望事

項及び合同点検が

必要な箇所の抽出 

④調整会議及び 

合同点検日程調整 

④調整会議及び 

合同点検日程調整 

教育委員会・道路管理者・交通安全対策主管課・県土木事務所・警察署 

・学校・ＰＴＡ・地域による関係者で合同点検実施 

 
 

教育委員会 道路管理者 
交通安全 

対策主管課 

県土木事務所 警察署 

学校 
PTA・地域 

①通学路の 

点検依頼 

③通学路点

検結果回答 

 

⑤合同点検

日程調整 

⑤合同点検

日程調整 

通学路安全点検フロー 

 


